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高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

名古屋大学

仕
切
り
直
し
に
な
っ
た
共
通
テ
ス
ト

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ

る
新
テ
ス
ト
と
し
て
、「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」（
以
下
、共
通
テ
ス
ト
と

略
）が
2
0
2
1
年
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。共
通
テ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
は
、

英
語
民
間
資
格
・
検
定
試
験
の
導
入

延
期
に
続
い
て
、記
述
式
問
題
の
導

入
見
送
り
も
決
定
さ
れ
る
な
ど
、混

乱
が
続
き
ま
し
た
。高
校
や
大
学
の

関
係
者
、大
学
入
試
に
関
す
る
研
究

者
等
は
、こ
れ
ら
の
試
験・問
題
の
導

入
へ
の
疑
問
や
批
判
を
以
前
か
ら
し

て
い
ま
し
た
。仕
切
り
直
し
に
な
り
、

疑
問・批
判
へ
の
対
応
や
そ
の
他
の
問

題
の
検
討
は
進
む
の
で
し
ょ
う
か
。

共
通
テ
ス
ト
で
問
わ
れ
る
内
容

 

文
科
省
が
2
0
1
8
年
に
発
表
し

た「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施
方

針
策
定
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
」に
よ

れ
ば
、共
通
テ
ス
ト
は
、大
学
入
学
希

望
者
を
対
象
に
、高
校
段
階
に
お
け

る「
基
礎
的
な
学
習
の
達
成
の
程
度
」

を
判
定
し
、「
大
学
教
育
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
能
力
」に
つ
い
て
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。関

連
し
て
、高
校
教
育
で
育
ま
れ
る
学

力
の
う
ち
、知
識
・
技
能
と
、課
題
解

決
に
必
要
な
思
考
力・判
断
力・表
現

力
等
を
評
価
す
る
観
点
か
ら
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
す
る
、と
も
述
べ
て
い

ま
す
。こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、高
校

で
の
基
礎
的
学
習
の
達
成
程
度
が
評

価
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
大
学
入
試
の
前
提
が
高
校
教
育

で
あ
る
た
め
、高
校
で
の
学
習
状
況

を
問
う
こ
と
自
体
は
当
然
で
す
。問

題
は
共
通
テ
ス
ト
の
重
点
が
高
校
の

学
習
状
況
の
評
価
に
あ
る
の
か
、大

学
入
学
者
選
抜
に
あ
る
の
か
で
す
。

重
点
を
ど
ち
ら
に
置
く
か
に
よ
り
、

入
試
問
題
の
内
容
や
程
度
、実
施
形

態
も
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
高
校
の
学
習
状
況
の
評
価
に
重
点

を
置
く
の
で
あ
れ
ば
、テ
ス
ト
の
対
象

と
な
る
教
科
は
一
部
の
教
科
だ
け
で

な
く
、よ
り
多
く
の
教
科
を
対
象
に

す
べ
き
で
し
ょ
う
。場
合
に
よ
っ
て
は
、

受
験
者
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。テ
ス
ト
の
作
題
、実
施
、採

点
を
誰
が
担
当
す
べ
き
か
と
い
う
問

題
も
発
生
し
ま
す
。い
ず
れ
も
、現
行

の
大
学
入
試
の
あ
り
方
に
根
本
的
な

見
直
し
を
迫
る
重
要
問
題
で
す
。こ

こ
で
は
、実
施
主
体
の
問
題
に
限
定

し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

共
通
テ
ス
ト
実
施
を
め
ぐ
り

高
校
側
の
関
与

　
文
科
省
は
、「
共
通
テ
ス
ト
は
利
用

大
学
が
共
同
し
て
実
施
す
る
性
格
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
が
問
題
の
作
成
、採

点
そ
の
他
一
括
し
て
処
理
す
る
こ
と

が
適
当
な
業
務
等
を
行
う
」と
い
う

方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
に

問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、

全
国
の
大
学
関
係
者
が
作
題
や
実
施

に
全
面
的
に
関
与
し
て
い
ま
す
。こ

れ
は
ひ
と
え
に
、入
学
者
選
抜
と
い

う
明
確
な
目
的
の
た
め
で
す
。高
校

で
の
達
成
状
況
の
評
価
に
重
点
を
置

く
の
で
あ
れ
ば
、大
学
側
が
実
施
す

る
と
い
う
、こ
れ
ま
で
半
ば
当
然
視

さ
れ
て
き
た
前
提・慣
例
に
疑
問
が
生

じ
ま
す
。

　
実
は
、大
学
側
の
責
任
で
実
施
す

る
体
制
の
一
部
見
直
し
が
す
で
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。共
通
試
験
の
実

施
に
関
し
て
、高
校
関
係
者（
高
校
教

育
指
導
主
事
経
験
者
等
）が
作
問
方

針
の
検
討
、科
目
委
員
会
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
体
制
の
整
備
で
す
。つ

ま
り
、こ
れ
ま
で
大
学
の
意
向
で
行
わ

れ
て
き
た
作
題・実
施
に
高
校
側
の
意

向
を
強
く
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。大
胆
に
言
え
ば
、実
務
等
で

汗
を
か
く
の
は
大
学
側
、方
向
を
示

し
号
令
を
か
け
る
の
は
高
校
側
と
い

う
構
造
で
す
。こ
の
点
に
つ
い
て
、こ

の
問
題
に
詳
し
い
研
究
者
は「
大
学

教
員
自
身
が
工
夫
す
べ
き
こ
と
に
高

校
関
係
者
の
助
言
に
預
か
る
の
は
甚

だ
不
本
意
」、文
科
省
が
意
図
し
て
い

る
の
は「
大
学
の
試
験
」か
ら「
高
校

の
試
験
」へ
の
改
変
か
、と
鋭
く
指
摘

し
て
い
ま
す（
荒
井
克
弘
2
0
1
9

「
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
役
割
」『
大
学
評

価
研
究
』第
18
号
）。

高
校
側
主
導
で
の
実
施
可
能
性
の

検
討
を

　
以
上
の
措
置
は
、高
校
で
の
学
習

状
況
評
価
を
優
先
し
、高
校
以
下
の

教
育
改
革
を
大
学
入
試
で
促
進
さ
せ

よ
う
と
い
う
文
科
省
の
意
向
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
う
で
あ
れ

ば
、テ
ス
ト
の
実
施
に
関
し
て
高
校

側
が
相
応
の
負
担
を
す
る
こ
と
、行

政
は
そ
の
支
援
体
制
を
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。共

通
テ
ス
ト
の
作
題・実
施
を
高
校
側
主

導
と
す
る
こ
と
の
是
非
や
可
能
性
、

さ
ら
に
は
各
大
学
の
個
別
入
試
の
あ

り
方
や
実
施
体
制
の
整
備
方
策
等
を

検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
高
校
側
に
は
、た
だ
で
さ
え
多
忙

で
試
験
担
当
の
余
裕
は
な
く
、大
学

側
に
も
入
学
者
選
抜
を
高
校
側
に
委

ね
る
こ
と
に
躊
躇
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、高
校
側
主
導
で

の
テ
ス
ト
実
施
は
、現
時
点
で
は
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。過
去
の
セ

ン
タ
ー
試
験
で
培
っ
て
き
た
経
験
や

成
果（
作
問
等
に
関
す
る
知
見
の
蓄

積
や
難
問・奇
問
の
排
除
等
）を
考
慮

す
れ
ば
な
お
さ
ら
で
す
。し
か
し
、目

的
に
即
し
て
本
来
の
実
施
責
任
の
主

体
を
問
う
こ
と
、関
連
し
て
大
学
の

責
任
と
負
担
で
の
共
通
テ
ス
ト
実
施

が
自
明
で
あ
る
か
の
よ
う
な
考
え
を

疑
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
　
　（
夏
目
達
也
）

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

実
施
主
体
＝
大
学
は
正
し
い
か
？

勉学費として、１か月平均いくらくらい
　　　　　 支出していますか（大学院生）

グラフで見る名大生 [6]

今回は大学院生のデータです。授業料を別として、講義・研究・論文作成・実習・演習
または学会に必要な経費や、資格取得に係る経費など、大学院生の勉学費は１ヶ月
いくらほどなのでしょうか。図は、直近３ヶ年（2016、2014、2012年）のデータ
を研究科ごとに累積したものです。左が低額、右にいくほど高額の層を示しており、
もっとも濃色の9千～１万２千円の層を目で追うと、研究科による違いがよくわかり
ます。背景には、研究手法の違い、研究や学習に対する考え方の違い、書籍単価の
違い、研究室からの費用負担の有無、社会人院生の人数差などが考えられるでしょ
うか。周囲の大学院生に、ぜひ実情を尋ねてみてください。そして、研究や学習に支
障をきたす状況にないか、どのような支援ができるのか、引き続き考えることがで
きればと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（齋藤芳子）
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春春
【データ】各年度の『学生生活状況調査報告書』を参照。名古屋大学の学生生活状況調査は、ほぼ隔年
で実施。調査対象は無作為に抽出した５分の１の学生（外国人留学生、休学中、留学中の者は除く)。



　

2
0
2
0
年
1
月
に
開
催
さ
れ

た
全
米
大
学
協
会（
A
A
C
＆
U
）

の
年
次
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
大
会
発
表
か
ら
、「
大
学

在
学
中
の
高
イ
ン
パ
ク
ト
な
経
験

が
卒
業
生
に
及
ぼ
す
影
響
」を
調

べ
た
E
L
O
N
大
学
の
調
査
を
紹

介
し
ま
す
。調
査
は
、2
0
1
9
年

に
全
米
の
調
査
モ
ニ
タ
ー
を
対
象

に
実
施
し
た
も
の
で
、34
歳
以
下

の
四
年
制
大
学
・
二
年
制
大
学
の

卒
業
生
か
ら
、1,
5
7
5
件
の
回

答
を
得
て
い
ま
す
。

　

高
イ
ン
パ
ク
ト
な
経
験
あ
る
い

は
教
育
実
践（H

ig
h
-Im
p
a
c
t 

Educational P
ractices

）は
、

全
米
大
学
協
会
が
提
唱
す
る
学
習

効
果
な
い
し
教
育
効
果
の
高
い
活

動
を
示
す
言
葉
で
す（h

ttp
s
:

//w
w
w
.a
a
c
u
.o
rg
/le
a
p
/

h
ip
s

）。E
L
O
N
大
学
の
調
査

は
、こ
れ
ら
の
活
動
か
ら
次
の
6
つ

を
取
り
上
げ
て
経
験
率
を
尋
ね
て

い
ま
す
。経
験
率
が
高
い
順
に
、イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
51.
7
％
、サ
ー

ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
35.
4
％
、キ
ャ

ッ
プ
ス
ト
ー
ン
31.
7
％
、学
生
研

究
31.
6
％
、留
学
19.
3
％
、e
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
17.
5
％
で
す
。調

査
か
ら
は
、こ
れ
ら
の
活
動
を
多

く
経
験
し
た
卒
業
生
ほ
ど
、「
大
学

で
の
経
験
は
コ
ス
ト
＆
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
の
観
点
か
ら
み
て
価
値
の
あ
る

も
の
で
あ
っ
た
」と
考
え
る
傾
向
に

あ
る
、と
の
結
果
が
得
ら
れ
て
い

ま
す
。他
方
、第
一
世
代（
親
が
大
卒

者
で
は
な
い
）学
生
は
、そ
れ
以
外

の
学
生
と
比
べ
る
と
、高
イ
ン
パ
ク

ト
な
活
動
の
経
験
率
が
低
く
、大

学
で
の
経
験
を
価
値
あ
る
も
の
と

し
て
考
え
る
度
合
い
も
低
い
、と

の
分
析
結
果
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

E
L
O
N
大
学
の
調
査
で
は
、

他
に
も
、卒
業
後
の
日
常
に
お
い

て
重
要
な
ス
キ
ル
と
大
学
で
身
に

つ
く
ス
キ
ル
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
、大

学
卒
業
後
に
お
い
て
使
用
頻
度
の

高
い
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
等
に
つ

い
て
も
、調
査
項
目
に
含
ん
で
い

ま
す
。た
と
え
ば
、タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
ス
キ
ル
は
卒
業
後
も
重

要
で
、か
つ
大
学
で
も
身
に
つ
く
ス

キ
ル
だ
が
、デ
ー
タ
の
活
用
や
解

釈
の
ス
キ
ル
は
卒
業
後
の
日
常
で

は
そ
こ
ま
で
重
要
と
は
考
え
ら
れ

て
い
な
い
、な
ど
の
結
果
が
得
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
、E
L
O
N
大
学
の

報
告
者
は
、こ
の
調
査
を
パ
イ
ロ

ッ
ト
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、多
く
の
大

学
の
卒
業
生
調
査
と
項
目
を
共

有
し
、知
見
を
拡
げ
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。上
述
の
調

査
項
目
は
、日
本
の
大
学
に
も
適

用
可
能
な
内
容
を
含
み
ま
す
。た

と
え
ば
、日
本
の
大
卒
者
に
お
い

て
、高
イ
ン
パ
ク
ト
な
活
動
の
経

験
率
や
、第
一
世
代
の
特
徴
が
ど
の

よ
う
に
表
れ
る
の
か
は
興
味
深
い

テ
ー
マ
で
す
。E
L
O
N
大
学
の

調
査
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

（h
ttp
s
://w

w
w
.c
e
n
te
r-

fo
re
n
g
a
g
e
d
le
a
rn
-

ing
.org

/aacu2
0
2
0
/

）で
も

確
認
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
照
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
（
丸
山
和
昭
）

［２］
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読んでおきたい
この1冊
Great Books on University

　名古屋大学でも認証評価の受審を控え、多く
の教職員がその準備に関与しています。その過
程で、「この活動は本当に大学の質を改善するの
だろうか」「なぜ大学教員は改革を拒むのだろう
か」といった疑問を持った方も多いのではないで
しょうか。
　本書はこうした近年の大学改革への取り組み

とそれらがもたらした矛盾や課題を明確に指摘し
ながら、大学の教職員が主体となって大学を改善
するためのヒントを示した文献です。著者は、大
学改革を巡る議論が、これまでの大学と改革によ
る新たな大学という単純な二分法で論じられ、高
等教育研究者を含む多くの大学関係者がこの二
分法思考にとらわれていると指摘します。そして、

過去の大学を回顧するだけでなく、かつ、目の前
の改革を無批判に受け入れるのではなく、別の大
学像を造り出すためには、「大学とは何か」「大学
は何をすべきか・すべきでないか」を論じるため
の、明確な価値や規範が必要と指摘します。
　時間がない方は、第4章「大学教育の質保証を
どう考えるか」、第5章「第一線大学教員はなぜ改
革を拒むのか」のみに目を通すだけでも、本書の
価値を理解できるでしょう。大学改革の難しさの
本質を指摘しながら、具体的な改善策を提示して
おり、役職者から一般教職員まで多くの関係者へ
の示唆に富む内容です。　　　　　（中島英博）

　エクステンションとは、大学が有する知的・人的・物的資源を社

会に開放する活動のことです。英米で始まったUn i ve rs i t y 

Extensionを起源とし、文脈によって「大学拡張」や「大学開放」

と訳されますが、ここでは総称的に「エクステンション」の語を使

用します。

　エクステンションは、歴史的に「大学教育の開放」から始まりま

したが、現在では「資源の開放」や学生の地域貢献活動もその内

容に含むようになりました。「大学教育の開放」には、社会人入学

者や科目等履修生の受け入れなどの「正課教育の開放」と、公開

講座に代表される「正課以外の教育の開放」があります。また「資

源の開放」は、学外の講演会・委員会等への教員の参加協力や、

図書館等の学内施設の開放、産学連携活動などを含みます。近

年では、大学の地域連携を促進する「地（知）の拠点大学による地

方創生推進事業（COC+）」や社会人の学び直しの機会を提供す

る「職業実践力育成プログラム（BP）」などの政策においてもエ

クステンションが推進されています。

　大学がエクステンションを行う上で重要な役割を果たしている

のが、生涯学習センター、エクステンションセンター等の学内専

門組織です。2012年度に公表された「開かれた大学づくりに関

する調査」によれば、「公開講座」に関する専門機関・組織を設置

している大学は66.2％、「地域連携」は59.0%、「産学連携」は

52.9%でした。5年後に行われた2017年度の調査では「公開

講座」は69.6%ですが、「地域連携」は77.2%、「産学連携」は

62.7%に増加しており、短期間でエクステンションが拡大してい

ることが読み取れます。

　一方、同調査では「大学の人手・人材の不足」や「地域との連携

の意義が学内に浸透していない」、あるいは「予算が確保できな

い」ことなどが課題として指摘されています。また、国立大学では

専門組織の改組・再編が進んでおり、限られた資源の中で拡大す

る多様な活動をどのように両立させ、運営していくかが課題と

なっています。　　　　　　　　　　　　　　　　（東岡達也）

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集

広田照幸　著
名古屋大学出版会　2019年

センターによる各種セミナーや新刊などの情報をメールでお知らせしています。本サービスへ
のご登録は、下記ウェブサイトよりお申込ください。
http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/service/info_form/

エクステンション（大学拡張／大学開放）
University Extension
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『大学論を組み替える』

　2019年度の応募13名の中から下記3名に賞が贈られまし
た。受賞論文は名古屋大学学術機関リポジトリにてご覧いただ
けます。

2019年度学生論文コンテスト結果発表

優秀賞
　「新幹線ナタ殺傷事件から辿る現代社会の様相」

法学部1年　　天野 大輝さん

優秀賞（教養教育院長賞）
　「定年70歳時代の所得における浪人効果」

経済学部2年　李　 宗桓さん

佳作
　「『律子と貞子』再考－その意義をめぐって」

文学部2年　　岩田 海莉さん


